
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校高学年向けパスファインダー 

日本の伝統芸能について調べる 

歌舞伎
か ぶ き

、能
の う

、狂言
きょうげん

、落語
ら く ご

などの、日本に古くから伝えられてきた

「伝統芸能」。どれも、ちょっとむずかしそうだけれど、実は、

今のわたしたちでも気軽に楽しめるものが多いのです。 

今回は、そんな伝統芸能の世界に親しむ方法をご案内します。 

★各資料の詳細
しょうさい

は、図書館の蔵書
ぞ う し ょ

検索
け ん さ く

システム 

（OPAC）で確認
か く に ん

してください。 

（所蔵
し ょ ぞ う

館によって、出版年や分類番号がちがう場合があります） 

 

杉並区立中央図書館 
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まずは、日本にどんな伝統芸能があるのか調べてみましょう。 

「あるテーマに関することについて、とりあえず全体的に知りたい」と

いうときには、テーマ別の事典などが便利です。 

 

『ポプラディア 情報館 伝統芸能』 

 三隅治雄／監修、ポプラ社／発行、2007 年（770 ホ） 

日本の伝統芸能についての事典。伝統芸能の歴史や、日本の伝統音楽

のこと、沖縄
おきなわ

の伝統芸能、伝統芸能の未来、実際に体験する方法など、

幅
はば

広く掲
けい

載
さい

されています。 

『日本の伝統文化・芸能事典』 

 日本文化いろは事典プロジェクトスタッフ／著、汐文社／発行、 

2006 年（380 ニ） 

日本の伝統文化と伝統芸能についての事典。「年中行事」「生活・風俗
ふうぞく

」

「芸術・芸能」の 3項目
こうもく

に分かれていて、「芸術・芸能」のところでは、

各芸能のくわしい説明や、マメ知識のコラムを読むことができます。 

参考文献
ぶんけん

・サイトの紹介
しょうかい

も充実
じゅうじつ

。 

①  どんな伝統芸能があるのか調べよう（キーワードを探
さが

す） 

・本で調べたことをまとめるときは、どれが自分の考えで、どれが他の人の考

えかがわかるように、使った本の名前やその本を書いた人の名前を、「参考

にした本」として書いておくようにしましょう。 

はじめに 
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このような事典を調べていくと、このあと、どんな言葉を手がかりに

資料を探
さが

せばよいかわかってきます。これを「キーワード」といいます。 

また、図書館の資料を探す手がかりになるのが、本の背
せ

にはられている

ラベルの「分類番号」です。今回の主な「キーワード」と「分類番号」

は、たとえば次のようなものになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★杉並区立図書館で採用している分類やラベルのルールについて、さらにくわしく

知りたいときには、図書館ホームページ（トップ＞パスファインダー）の「パスファ

インダー 基礎
き そ

編その1」のページをごらんください。 

★目的の本が見つからないときは、図書館のスタッフにお声がけください。 

 

キーワードと分類番号に 

見当をつけたら、 

さっそく図書館で 

本を探してみよう！ 

★ 今回のキーワード★ 

伝統芸能、古典芸能、大衆
たいしゅう

演芸 

歌舞伎
か ぶ き

、文楽
ぶんらく

（人形浄瑠璃
にんぎょうじょうるり

）、能
のう

、狂言
きょうげん

、 

雅楽
が が く

、落語
ら く ご

、寄席
よ せ

 など 

★ キーワードに関わる本の分類番号★ 

７７０：伝統芸能に関する本 

（※杉並区立図書館の児童書の分類の場合） 
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図書館の本は、蔵書検索システム（OPAC）を使って調べられます。 

OPACは、図書館内の端末
たんまつ

機か、図書館ホームページから利用できます。 

 

＜図書館内の端末機から検索
けんさく

するとき＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜図書館ホームページから検索するとき＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★OPAC のくわしい使いかたを知りたいときは、画面右上の「？」マークのところ

にあるヘルプページ、または、図書館ホームページ（トップ＞パスファインダー）

の「パスファインダー 基礎
き そ

編その1」のページをごらんください。 

 

② 蔵書
ぞうしょ

検索
けんさく

システム（OPAC）で調べてみよう 

ここに、お好みの「キーワード」

を入れてください。 

ここに、お好みの「キーワード」

を入れてください。 

くわしい使いかたはこちら 
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ある伝統芸能についてくわしく調べたいときは、巻
かん

別に各種の伝統

芸能を紹介
しょうかい

する、こんなシリーズが便利です。 

 

「日本の伝統芸能を楽しむ」シリーズ（全４巻） 

偕成社／発行、2017 年（770 ニ） 

日本の各伝統芸能について、その基礎
き そ

知識や、舞台
ぶ た い

を裏側
うらがわ

で支える人

たちのことを解説したシリーズ。劇場
げきじょう

の情報や参考文献
ぶんけん

などがわかる

資料編もついている。 

 

 

「1. 歌舞伎
か ぶ き

」 

「2. 能・狂言
きょうげん

」 

「3. 落語・寄席芸」 

「4. 文楽」 

「新版 日本の伝統芸能はおもしろい」シリーズ（全６巻） 

小野幸惠／著、岩崎書店／発行、2015 年（770 オ） 

第一線で活躍
かつやく

する人気役者・演者たちが、自分の実際の経験から、各

伝統芸能のみりょくや見どころ、演じ方などを解説するシリーズ。 

 

 

「1. 市川染五郎
い ち か わ そ め ご ろ う

と歌舞伎を観よう」 

「2. 柳家花緑
や な ぎ や か ろ く

と落語を観よう」 

「3. 野村萬斎
の む ら ま ん さ い

と狂言を観よう」 

「4. 東儀秀樹
と う ぎ ひ で き

と雅楽
が が く

を観よう」 

「5. 桐竹
きりたけ

勘
かん

十郎
じゅうろう

と文楽を観よう」 

「6. 観世
か ん ぜ

清和
きよかず

と能を観よう」 

③  興味のある伝統芸能についてさらに調べよう 
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伝統芸能のつながり 

歌舞伎や能、狂言といった伝統芸能は、次のように、

起源
き げ ん

となる芸能から、派生
は せ い

・枝分かれしたり、おたがい

に影響
えいきょう

を受けたりして、現在の形になりました。 

※上は、①で紹 介
しょうかい

した『ポプラディア 情報館 伝統芸能』P.32

掲載
けいさい

のチャートを参考に作成した簡 略
かんりゃく

図です。 

寄席
よ せ

芸
げ い

（落語
ら く ご

） 

（人形
にんぎょう

浄瑠璃
じ ょ う る り

） 

文楽
ぶ ん ら く

 歌舞伎
か ぶ き

 

念仏
ねんぶつ

踊り 

風流
ふ り ゅ う

踊り 

田楽
でんがく

 今様
い ま よ う

 

白
し ら

拍子
び ょ う し

舞
まい

 

曲舞・幸若舞
く せ ま い ・ こ う わ か ま い

 
能
の う

 狂言
き ょ う げ ん

 

雅楽
が が く

 

散楽
さんが く

 

日本古来の祭り 

猿楽
さ る が く

 伎
ぎ

楽
が く

等 

声明
しょうみょう

 

クグツ 
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古典芸能で演じられる物語の中には、すこしむずかしくて、話の流れ

がつかみにくいものもあるかもしれません。そんなときは、わかりやすい

文章の形で物語を味わえる、こんな本にふれてみてはどうでしょう？ 

 

「21 世紀版 少年少女古典文学館」シリーズ 

（全 25 巻） 

司馬遼太郎・田辺聖子・井上ひさし／監修、 

講談社／発行、2009～2010 年（918 コ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一度は読んでおきたい古典文学を、人気作家たち

が親しみやすい文章で現代語に訳
やく

したシリーズ。

さし絵や図解、注 釈
ちゅうしゃく

やコラムもたくさん。「平家

物語」「里見八犬伝
さとみはっけんでん

」「四谷怪談
よつやかいだん

」など、古典芸能

でもよく上演される演目が収録
しゅうろく

されている。 

「おもしろ落語図書館」シリーズ（全 10 巻） 

三遊亭円窓／著、長野ヒデ子／画、大日本図書／発行、

1996～97 年（770 サ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

落語の代表的な演題
えんだい

（噺
はなし

）が読めるシリーズ。 

わかりやすく書かれており、古い言葉や言い回し

などには細かく注釈もついている。元の語り口調

が生かされているので、落語ならではの雰囲気
ふ ん い き

を

味わうことができる。 

 

④  読んで楽しもう 
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 伝統芸能を知る上で何より大事なのは、実際に劇場
げきじょう

や寄席
よ せ

に足を運び、

その芸能を観て楽しむこと！ 歌舞伎
か ぶ き

の「○○屋！」という威勢
い せ い

のいい

かけ声を聞いたり、寄席で「デケデケデケ」とおなかにひびく太鼓
た い こ

の音

を聞いたり、幕間
まくあい

（上演される劇と劇の間）にお弁当を食べたり……。

ここでは、どこに行けば伝統芸能が観られるか、観に行く前に読みたい

本などを紹介
しょうかい

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤  観て楽しもう！ 

・実際に伝統芸能を観にいくことになったら？ 

その芸能では舞台のどこに注目したらいいのか、また、 

舞台にどんなしかけがあるのかなど、あらかじめ知って 

おくと、より深く楽しめるでしょう。 

★『観劇にやくだつ 舞台芸術「表」「裏」絵事典』 

織田紘二／監修、PHP 研究所／発行、2006 年（770 オ） 

→歌舞伎や能、狂 言
きょうげん

、文楽の舞台芸術について、図解つき 

 でくわしく説明してくれる本です。 

 

・まずはおうちで気軽に楽しみたいというときには？ 

テレビや CDでも、歌舞伎や落語などの古典芸能を楽しめます。 

 まずはおうちでのんびり鑑 賞
かんしょう

するところから始めてみてもいいですね。 

★ NHK の番組情報サイト「にっぽんの芸能」 

（https://www.nhk.jp/p/nippongeinou/ts/5K1GW1XVN4/） 

→古典芸能に関する番組情報を調べたり、「古典芸能アーカイブス」で過去

に NHK が収 録
しゅうろく

した映像
えいぞう

のいくつかを見たりすることができます。 

 

 

舞台
ぶ た い

を観にいく前に…… 
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● 伝統芸能が鑑賞
かんしょう

できる主な劇場
げきじょう

・寄席
よ せ

など  

 

 

国立
こくりつ

劇場
げきじょう

 

（東京都千代田区隼町 4-1） 

（https://www.ntj.jac.go.jp/ko

kuritsu.html） 

歌舞伎
か ぶ き

や能、狂言
きょうげん

、文楽などの鑑賞

ができます。国立の施設
し せ つ

なので、チ

ケット代も比較的
ひかくてき

お手ごろなのがみ

りょく。初心者むけの鑑賞教室など

も開かれています。 

国立
こくりつ

演芸場
えんげいじょう

 

（東京都千代田区隼町 4-1） 

（https://www.ntj.jac.go.jp/en

gei.html） 

国立劇場の一角にある演芸場。落語

の一門会・独演会などが開かれるほ

か、講談
こうだん

、浪曲
ろうきょく

などが鑑賞できます。 

国立
こくりつ

能楽堂
のうがくどう

 

（東京都渋谷区千駄ヶ谷4-18-1） 

（https://www.ntj.jac.go.jp/no

u.html） 

能や狂言を鑑賞したいときはここ。

国立劇場と同様に、初心者のための

能楽鑑賞教室も開かれています。 

歌舞伎座
か ぶ き ざ

 

（東京都中央区銀座 4-12-15） 

（https://www.kabuki-za.co.jp） 
 

新橋
しんばし

演舞場
えんぶじょう

 

（東京都中央区銀座 6-18-2） 

（http://www.shochiku. 

co.jp/play/enbujyo/） 

 

銀座のシンボルの一つである歌舞伎

座は、明治 22 年に誕生。その後、

改築や焼失・再建を経て、現在は五

代目の建物となっています。 

また、新橋演舞場などでも歌舞伎を

楽しめます。 
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新宿
しんじゅく

末廣亭
すえひろてい

 

（東京都新宿区新宿 3-6-12） 

（http://suehirotei.com/） 

 

池
いけ

袋
ぶくろ

演芸場
えんげいじょう

 

（東京都豊島区西池袋 1-23-1） 

（http://www.ike-en.com/） 

 

お江
え

戸
ど

日本橋
にほんばし

亭
てい

 

（東京都中央区日本橋本町 3-1-6 

日本橋永谷ビル 1F） 

（http://www.ntgp.co.jp/ 

engei/nihonbasi/） 

落語を楽しみたいときは、やはり昔

ながらの寄席がおすすめ。 

新宿末廣亭は、ビルの谷間にちょう

ちんがならぶ建物が印象的です。 

池袋演芸場は、芸人さんとの距離
き ょ り

が

近く、じっくり芸を楽しめます。 

お江戸日本橋亭は、たたみの席でく

つろぎながら高座
こ う ざ

を楽しむこともで

きる、古き良き寄席です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上で紹介
しょうかい

した国立劇場
げきじょう

のとなりにある伝統芸能情報館（東京都千代田区

隼町 4-1、https://www.ntj.jac.go.jp/tradition.html）では、伝統芸能に

関する企画展
きかくてん

を行ったり、資料室を開放したりしています。 

また、同館ホームページの「文化デジタルライブラリー」

（https://www2.ntj.jac.go.jp/dglib/）では、舞台
ぶ た い

写真や 

錦絵
にしきえ

（浮世絵
う き よ え

）などのデータベースを見ることもできます。 

 

伝統芸能について調べられる施設
し せ つ

・ホームページ 
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杉並と伝統芸能 

ここ杉並にも、伝統芸能の世界に関わるさまざまなご縁があります。 

---------●杉並能楽堂●---------  

杉並能楽堂は、もともと狂言
きょうげん

の一派
い っ ぱ

・大蔵流
おおくらりゅう

を伝える「山本東次郎
やまもととうじろう

家
け

」のために明治43年に文京区に建てられた能
のう

舞台
ぶたい

でしたが、昭和

4 年に、杉並区の和田に移築されました。現在でも、山本家による

能・狂言が上演されている他、一般
いっぱん

の団体にも開放されています。 

参考：『狂言装 束
しょうぞく

と杉並能楽堂』 

（杉並区立郷土博物館／編集・発行、2003 年） 

杉並能楽堂（東京都杉並区和田 1-55-9） 

（http://suginaminohgakudou.org/） 

 -------●杉並の名誉
め い よ

区民●------- 

杉並では、伝統芸能における大きな功績のため、名誉区民として

次の方々が顕 彰
けんしょう

されています（以下、生年順）。 

【 山
やま

彦
びこ

 節
せつ

子
こ

 さん（2018 年逝去）】  

歌舞伎
か ぶ き

「助六
すけろく

」の音楽としても用いられる河東節浄瑠璃
か と う ぶ し じ ょ う る り

の技芸総代。 

【 22 世 金
こん

春
ぱる

 惣右衛門
そ う え も ん

 さん（2014 年逝去）】 

能の囃子
は や し

方太鼓
た い こ

の一派、金春流
こんぱるりゅう

の 22 世宗家
そ う け

。 

【 野村
の む ら

 四郎
し ろ う

 さん】  

能のシテ方、観世流
かんぜりゅう

を代表する能楽師の一人。 

【 4 世 山本
やまもと

 東次郎
と う じ ろ う

 則壽
のりひさ

 さん 】  

狂言の一派、大蔵流 山本東次郎家の 4 世。 

【 芝
しば

 祐
すけ

靖
やす

 さん（2019 年逝去）】 

雅楽の演奏家。創作や廃絶曲の復曲にも活躍。 

【 安福 建雄
や す ふ く  た つ お

 さん（2017 年逝去）】 

能の囃子方大鼓
おおつづみ

の一派、高安流
たかやすりゅう

の宗家預かり。 
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